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能
楽
、
文
楽
、
歌
舞

伎
、
落
語
、
浪
曲
、
上

方
舞
な
ど
多
彩
な
伝
統

芸
能
が
生
ま
れ
、
演
じ

続
け
ら
れ
て
き
た
大
阪

で
、
そ
の
魅
力
を
国
内

外
の
観
光
客
や
初
心
者

に
広
く
知
っ
て
も
ら
う

た
め
の
モ
デ
ル
公
演
を

開
催
し
ま
す
。　

２
０
２
０
年
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
見
据
え
、

観
光
資
源
と
し
て
の
伝

統
芸
能
を
、
国
内
外
に

発
信
す
る
こ
と
を
狙
い

と
し
て
い
ま
す
。

10
月
に
引
き
続
き
、
２
度

目
の
今
回
は
、
旭
堂
南
青
に

よ
る
講
談
師
が
語
る
上
方
伝

統
芸
能
の
楽
し
み
方
、
桂
米

團
治
に
よ
る
落
語
、
島
之
内

「
た
に
川
」
の
芸
妓
に

よ
る
お
座
敷
遊
び
「
浪

花
の
四
季
」「
と
ら
と

ら
」、
林
本
大
ほ
か
に

よ
る
能
「
高
砂
」
を
上

演
。
上
方
の
伝
統
芸
能

を
一
度
に
堪
能
で
き
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

同
能
楽
堂
の
ア
プ
リ

を
使
う
と
、
字
幕
や
あ

ら
す
じ
と
一
緒
に
観
劇
を
よ

り
楽
し
め
ま
す
。

午
後
４
時
開
演
。
入
場
料

は
前
売
２
０
０
０
円
、
当
日

２
５
０
０
円
。

平成２９年度伝統芸能を活用した
大阪の魅力開発促進のためのモデル公演

は
じ
め
て
の
上
方
伝
統
芸
能
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ vol.2

12月31日（日） 初心者のための上方伝統芸能ナイト 
　　　　　　　大晦日スペシャル
　●能、文楽、落語、浪曲、講談、女道楽の上演。お楽しみ抽選会や鏡開きで
　　 賑やかに新年を迎えます。　●午後９時半～午前０時半
　●正面席５５００円　ワキ・２階席４０００円（いずれもワンドリンク付き）

1月27日（土）　能の魅力を探るシリーズ－能と和歌－
　●お話 中西進「万葉集に詠まれた佐用姫と狭手彦の悲恋の物語」
        能「松浦佐用姫」赤松禎友
　●午後２時開演　●前売り５４００円　学生前売り２７００円

新
春
能
二
〇
一八

人
間
国
宝
を
は
じ
め
、
東
西

の
名
手
や
人
気
役
者
が
多
数
出

演
し
て
新
年
を
祝
う
恒
例
の
新

春
能
。
吉
例
と
な
っ
て
い
る

「
翁
」
で
平
和
と
繁
栄
の
祈
り

を
捧
げ
る
大
夫
を
演
じ
る
の

は
、
３
日
は
梅
若
実
を
襲
名
す

る
梅
若
玄
祥
（
人
間
国
宝
）、

４
日
は
観
世
銕
之
丞
。
３
日
の

三
番
三
（
大
蔵
流
）
は
茂
山
逸

平
、
４
日
の
三
番
叟
（
和
泉
流
）

は
野
村
萬
斎
と
、
２
０
１
８
年

も
豪
華
な
顔
合
わ
せ
で
幕
を
明

け
ま
す
。

ほ
か
に
離
縁
状
を
突
き
付
け

ら
れ
た
妻
の
執
念
が
小
気
味
よ

い
茂
山
あ
き
ら
の
狂
言
「
延
命

袋
」、
白
鷺
が
位
階
を
賜
る
観

世
喜
之
の
能
「
鷺
」、
舅
と
の

コ
ミ
カ
ル
な
掛
け
合
い
が
楽
し

い
野
村
万
作
（
人
間
国
宝
）
の

狂
言
「
舟
渡
聟
」
と
、
天
皇
へ

の
一
図
な
思
い
が
切
な
い
大

槻
文
藏
（
人
間
国
宝
）
の
能

「
花
筺
　
大
返
」
を
２

日
に
分
け
て
上
演
し
ま

す
。囃

子
に
は
三
島
元
太

郎
・
大
倉
源
次
郎
の
両

人
間
国
宝
を
迎
え
ま

す
。入

場
料
は
、
一
般
Ｓ

席
９
６
０
０
円
、Ａ
席

８
０
０
０
円
、Ｂ
席
６

９
０
０
円
、
学
生
席
５

３
０
０
円
。

１月３日（水）・４日（木）

幕
末
、大
坂
城
の
す
ぐ
南
に「
玉

造
講
武
所
」
と
呼
ば
れ
る
兵
士
の

調
練
施
設
が
あ
り
ま
し
た
。
存
在

し
た
期
間
が
短
い
た
め
か
注
目
度

は
低
く
、
場
所
を
示
す
手
が
か
り

も
断
片
的
に
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

石
碑
な
ど
も
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す

が
こ
の
玉
造
講
武
所
は
、
幕
末
の

大
坂
城
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。

講
武
所
は
江
戸
で
誕
生
し
ま
し

た
。
ペ
リ
ー
の
浦
賀
来
航
を
機
に

武
士
の
資
質
向
上
が
叫
ば
れ
る
よ

う
に
な
り
、
こ
れ
を
背
景
に
安
政

３
（
１
８
５
６
）
年
、
旗
本
・
御

家
人
の
鍛
錬
施
設
と
し
て
発
足
し

ま
し
た
。
は
じ
め
は
伝
統
的
な
武

芸
も
重
視
さ
れ
組
織
も
未
熟
で
し

た
が
、
次
第
に
歩
兵
や
砲
兵
を
中

核
と
し
た
実
戦
部
隊
の
調
練
機
関

と
し
て
の
色
彩
を
強
め
、
幕
府
の

軍
制
改
革
の
一
翼
を
担
う
よ
う
に

な
り
ま
す
。

江
戸
の
動
き
に
合
わ
せ
、
大
坂

城
で
も
在
番
す
る
武
士
の
た
め
の

鍛
錬
施
設
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
場

所
は
筋
鉄
門
（
す
じ
が
ね
も
ん
）

の
内
側
一
帯
と
玉
造
口
の
南
側
で

し
た
。
文
久
３
（
１
８
６
３
）

年
５
月
７
日
、
こ
の
時
初
め
て
大

坂
城
を
訪
れ
た
将
軍
徳
川
家
茂

（
い
え
も
ち
）
は
、
筋
鉄
門
内
側

の
調
練
場
に
赴
き
、
銃
隊
の
調
練

を
上
覧
し
ま
し
た
。
同
じ
月
に
大

坂
で
最
初
の
講
武
所
が
同
所
に
設

置
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
付
近
は
手

狭
だ
っ
た
の
で
玉
造
口
南
側
の
空

き
地
も
整
備
さ
れ
ま
す
。

慶
応
元
（
１
８
６
５
）
年
閏
５

月
、
幕
府
の
権
威
回
復
を
目
指
す

家
茂
は
、
第
２
次
長
州
戦
争
を
指

揮
す
る
た
め
大
坂
城
に
入
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
江
戸
の
講

武
所
の
幹
部
や
所
属
す
る
歩
兵
隊

も
大
坂
に
乗
り
込
み
ま
す
。
彼
ら

の
拠
点
と
な
っ
た
の
が
玉
造
口
南

側
の
調
練
場
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て

玉
造
講
武
所
が
成
立
し
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
場
所
は
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ

ル
大
阪
周
辺
か
ら
南
、
中
央
大
通

を
越
え
て
大
阪
市
教
育
会
館
（
パ

ル
法
円
坂
）
周
辺
に
至
る
一
帯
と

推
定
さ
れ
ま
す
。

以
後
家
茂
は
翌
年
に
か
け
、
計

16
度
も
玉
造
講
武
所
に
出
向
き
調

練
を
視
察
し
て
い
ま
す
。
陣
羽
織

を
着
用
し
、
居
住
し
て
い
た
本
丸

御
殿
か
ら
大
手
門
を
通
り
、
徒
歩

で
往
復
し
ま
し
た
。
視
察
の
折
に

は
付
近
の
往
来
が
禁
止
さ
れ
、
町

ま
ぼ
ろ
し
の
玉
造
講
武
所

人
た
ち
は
遠
巻
き
に
玉
造
講
武
所

方
面
を
仰
ぎ
、
大
音
響
と
と
も
に

煙
が
立
ち
上
る
の
を
見
て
は
「
見

事
な
も
の
だ
」
と
言
い
合
い
ま
し

た
。第

２
次
長
州
戦
争
は
、
幕
府
方

諸
大
名
の
部
隊
が
長
州
軍
に
惨
敗

し
た
こ
と
も
あ
り
、
講
武
所
で

訓
練
を
重
ね
た
幕
府
歩
兵
隊
が
実

力
を
発
揮
す
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
戦
闘
は

家
茂
の
死
去
を
理
由
に
中
止
さ

れ
、
大
坂
に
駐
留
し
て
い
た
歩
兵

隊
も
講
武
所
の
幹
部
も
引
き
上
げ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
11

月
、
徳
川
慶
喜
が
推
進
し
た
さ
ら

な
る
軍
制
改
革
に
よ
り
、
講
武

所
そ
の
も
の
が
な
く
な
り
ま
し

た
。
２
年
ほ
ど
で
幻
の
よ
う
に
消

え
た
玉
造
講
武
所
で
す
が
、
将
軍

肝
い
り
の
、
日
本
に
お
け
る
近
代

陸
軍
の
芽
生
え
だ
っ
た
こ
と
は
確

か
で
す
。

陸
軍
の
創
設
は
明
治
維
新
後
、

幕
府
に
代
わ
り
新
政
府
の
手
で
進

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

玉
造
講
武
所
の
跡
地
は
大
阪
に
設

置
さ
れ
た
陸
軍
大
阪
鎮
台
の
練
兵

場
と
し
て
引
き
続
き
使
わ
れ
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。


